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来
年
４
月
、
統
一
地
方
選
挙
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。
全
国
的
に
は
議
員

の
な
り
手
不
足
が
懸
念
さ
れ
、
問
題

点
が
二
つ
上
げ
ら
れ
て
い
た
。

　
「
議
員
報
酬
」
と
「
議
員
の
働
き

方
」
だ
。
総
務
省
の
研
究
会
は
報
告

書
を
ま
と
め
、
小
規
模
市
町
村
を
対

象
に
、
新
た
な
議
会
の
あ
り
方
を
提

案
し
た
。
『
集
中
専
門
型
』
と
『
多

数
参
画
型
』
の
２
つ
の
パ
タ
ー
ン
だ
。

個
人
的
に
は
『
多
数
参
画
型
』
が
良

い
と
思
う
が
。

　
そ
の
前
に
、
本
当
に
議
員
に
な
れ

る
人
が
不
足
し
て
い
る
の
か
と
い
う

こ
と
自
体
に
疑
問
を
持
つ
。
人
口
が

少
な
い
ほ
ど
、
議
員
の
な
り
手
確
保

が
難
し
い
と
言
わ
れ
る
中
、
現
在
、

金
山
町
に
は
女
性
議
員
は
い
な
い
。

　
人
口
減
少
の
時
代
に
、
半
数
を
占

め
る
女
性
の
参
加
が
少
な
い
と
な
れ

ば
、
な
り
手
の
確
保
が
厳
し
く
な
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
（
文
責
　
高
橋
　
浩
樹
）

●
「
議
員
定
数
」

№8

バード来町から１４０年
　イギリスの女性旅行家、イザベラ・バードが金

山を訪れてから１４０年になります。明治１１年

に、険しい山道を越え上台峠から金山町を眺め、

ピラミッド形の山を見て「ロマンティックな雰囲

気」な場所であると書いています。

　上台バイパス道路が出来てからは、ひっそりと

した木々の繁森の中の道として、古い歴史を感じ

させる旧道になっています。

　最近、この場所を求めてリュックサックを背負

い、山道を下ってくる人が多くなりました。

旧道を手入れして約５０年
　そんな人々を見ると、一層、管理や手入れが大

事だと思います。上台地区では恒例行事として、

旧道の草刈りや排水路の掃除を約５０年近くやっ

ています。

　また、道路沿いに桜を植えたりして守ってきま

した。地区の皆さんは近道と言っていますが、熊

野神社わきにある山道です。

上台峠をぜひ訪れて
　パイパス道路が出来る前は多くの人々が行った

り来たりしていましたが、利用がなくなってから

は、草や木が生い茂り、荒れていました。それを

地区の有志が集まり整備し、昔の道として歩ける

ようになりました。旧道ともつながり一周する事

が出来ます。歩いて２０分くらいで回れます。

　昔から新庄金山間を結んできた上台峠を、ぜひ

訪れてみて下さい。また、今回の大雨により道路

の傷みが激しいので、早い町の対応を願っていま

す。
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町民の皆様の傍聴をお待ちしています
１２月議会定例会は１２月５日（水）～７日（金）の予定です
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天  口  滋  雄 さん
　　　　　 　（６９歳）

「私達の上台峠」

上台地区区長

町民の声

地区総出で汗を流す

　以
前
は
「
法
定
定
数
制
度
」
で
、

人
口
規
模
に
応
じ
て
法
律
で
定
数

の
上
限
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
金

山
町
は
１８
人
と
さ
れ
た
が
、
平
成

１１
年
４
月
の
選
挙
は
減
少
条
例
を

定
め
２
名
減
の
１６
人
と
し
た
。
そ

の
後
、
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正

に
よ
り
「
条
例
定
数
制
度
」
と
な

り
、
平
成
１２
年
の
条
例
制
定
で
は

１６
人
と
定
め
、
平
成
１５
年
４
月
の

選
挙
を
迎
え
た
。

　そ
の
後
、
平
成
１７
年
９
月
議
会

で
６
人
減
と
い
う
大
改
革
を
行
い
、

平
成
１９
年
４
月
の
選
挙
か
ら
現
行

の
１０
名
と
な
り
現
在
に
至
る
。
町

議
会
基
本
条
例
に
基
づ
く
検
討
を

経
て
、
来
年
４
月
に
は
町
議
会
議

員
選
挙
が
行
わ
れ
る
。

　総
務
省
の
有
識
者
懇
談
会
が
報

告
書
に
盛
り
込
ん
だ
、
小
規
模
な

市
町
村
の
場
合
、
現
行
制
度
に
加

え
て
、
議
員
数
を
減
ら
し
専
業
で

生
活
で
き
る
報
酬
を
支
給
す
る

「
集
中
専
門
型
」
と
、
報
酬
を
抑

制
し
て
議
員
数
を
増
や
す
「
多
数

参
画
型
」
と
い
う
新
た
な
地
方
議

会
の
制
度
案
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、

地
域
の
声
や
実
情
に
配
慮
さ
れ
て

い
な
い
と
の
地
方
議
会
の
声
が
大

き
く
、
今
後
の
議
論
に
注
目
が
集

ま
る
。


